　　　　　　　　　　　　　第3学年　英語科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       日時　２０２５年11月14日（金）　５校時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　指導学級　3年1組（25名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　   指導者　教諭　出島佐和子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            教諭　古川春奈
１　単元名　Unit 5 What makes a good leader?(NEW HORIZON English Course 3)
2　単元について
　〇教材観
　　本単元では、インドの民族独立運動の最高指導者であるマハトマ・ガンディーの生涯を扱っている。「非暴力」と「不服従」の信念のもと運動を展開したガンディーの生き方や思想を通して、平和・非暴力・不服従・国際理解の重要性について考えるものである。また、本単元を通して、生徒自身の身の回りにある差別や不平等を平和的に解決するにはどのようにしたらよいか考えさせたい。新出表現として、接触節や関係代名詞を扱う。生徒たちにとっては、難易度が高い言語材料であるが、人やものについて、情報をさらに付け加え、詳しく説明するための用法として理解させたい。

　〇生徒観
　　本学級の生徒は、落ち着いて学習に取り組んでいる。習熟度には個人差があるものの、生徒同士が助け合いながら学習を進めようとする雰囲気がある。ペア学習やグループ学習では、生徒同士の関わりが広がり、誰とでも協力できるようになってきたと感じる。一方で、分からないことがあっても、自分から声をかけることに不安を感じる生徒もいる。また、教師が学習活動が滞っているペアやグループに、ファシリテーターとして関わる姿を通して、その役割を担おうとする生徒の姿も見られるようになり、協働的な学びの広がりが感じられるようになってきた。 最近実施したアンケートで、「英語の学習が好きですか」という質問に対して、７５％の生徒が肯定的な回答をした。一方で、英語の習熟度には個人差は大きく見られる。「話すこと」に関しては、英語で自分の考えや気持ちを表現しようとする意欲は高まっているが、文法や語彙に不安を感じている生徒が多く、発表の場面では自信を持てない様子も見られる。「聞くこと」については、リスニングの活動に慣れて、聞き取った語をもとに内容を推測する力が育ってきている。「読むこと」「書くこと」に関しては習熟度の差が大きいが、グループ学習を多く取り入れることで、協力し合いながら学習を進めている。この単元では、英語を学びながらガンディーの思想に触れることで、差別や不平等の平和的な解決策や、異なる文化や価値観を尊重する姿勢を育て、グローバル社会の一員としての意識を高めていきたい。グローバル化が進む現代において、他者を理解し、対話によって課題を解決しようとする力の育成は不可欠である。そのために、英語を「他者と理解し合うための言葉」「世界とつながる手段」として用いることの大切さにも気づかせたい。

　〇指導観
　　毎時間の導入であるSmaｌｌ Talkでは、日常的で身近な話題を扱うだけでなく、単元ゴールに向けた学びの積み重ねとなるような内容を意図的に取り入れ、“１Ｌ３Ｒ（Listen/Reaction/Response/Repeat）や“Ｋａｉｓｅｉ Ｕｓｅｆｕｌ　Ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ”を意識して、会話を継続させるよう指導している。また、“Ｋａｉｓｅｉ　Ｃａｎ－Do Card”により単元のゴールを明示することで、生徒が学習の見通しをもち、目的や目標を意識して取り組む姿を育てたいと考えている。
題材に関しては、1年次から人権や平和について折に触れて話題に取り上げてきたほか、総合的な学習の一環として、文化発表会での学年劇上演に向けた事前学習にも取り組んできた。3年生では、総合的な学習の時間に行う平和学習と英語学習を関連付けながら学習を進めてきた。5月の広島への修学旅行の事前学習をはじめ、広島平和記念資料館見学、被爆体験伝承講話、平和集会、被爆樹木めぐりなどを通して平和と人権、戦争についての学びを深めた。Let’s Read 1“A Mother’s Lullaby”では、広島で実際に見たことや聞いたことを思い出しながら物語を読み進め、オバマ前大統領の広島平和記念公園でのスピーチを聞いたり読んだりして、平和実現への思いを英語で表現した。それらを本単元の学習につなげ、ガンディーの生涯について学ぶことで、非暴力・不服従、他者理解といった価値を自らの生き方と結び付けて考え、差別や不平等の平和的解決や世界平和の実現のために自分たちができることを考え、英語で表現できるようにしたい。ガンディーの言葉や行動の背景を丁寧に扱い、生徒が内容に共感しながら自分の考えを深められるよう支援したい。また、英語を介して世界とつながり、世界平和と人権の尊重への理解と共感を持つことができるような授業を目指したい。

○校内研究との関わり
　研究主題「場面や状況に応じた言語活動を通して、自分の考えや気持ちを安心して表現できる生徒の育成～ピアサポートを活かした協働学習を通して～」をベースに、生徒たちが変化の激しい時代を他者とつながりながら、たくましく生きていけるように「コの字型」の座席や各教科での学びを他教科や実生活に生かすことを意識して、授業改善に取り組んでいる。その一環として、総合的な学習に時間では「平和の意義を知り、差別や偏見のない社会の大切さを学ぶ」という学年テーマのもと、平和や人権について学んでいる。こうした学びを英語学習につなげ、単元ゴールである差別や不平等の撤廃、平和の願いの発信に生かしたい。

３　単元の目標
ガンディーの生涯について知り、差別や不平等の撤廃、世界平和実現、他国との健全な関係の構築のため、自分の考えや気持ちを整理し、簡単な語句や文を使って書くことができる。

【単元におけるピア・サポートの目標】
仲間と協働しながら、よりよい表現になるように意見を読みあい、改善につなげようとしている。

４　単元の評価規準
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	書くこと
	・接触節や関係代名詞の特徴やきまりを理解している。
・差別や不平等の撤廃、世界平和実現、他国との健全な関係の構築について、接触節や関係代名詞などの簡単な語句や分を用いて書く技能を身に付けている。
	世界共通の差別や不平等の撤廃、世界平和実現、他国との健全な関係の構築への考えや願いについて、自分の考えや気持ちを整理し、簡単な語句や分を用いて書いている。
	世界共通の差別や不平等の撤廃、世界平和実現、他国との健全な関係の構築への考えや願いについて、自分の考えや気持ちを整理し、簡単な語句や分を用いて書こうとしている。



５　単元の指導と評価の計画（総時数７時間）
	
	　　　　　　　　学習活動
	指導上の留意点
	知　
	思
	態

	

１
	・帯活動(Small Talk)
・単元ゴールを知り、見通しを持つ。
【Preview/Part1】
・ガンディーについて教師とやり取りをする。
・教科書の本文を聞いたり、読んだりして、概要や要点を捉える。
・自分の一番好きなものや毎日使うものについてペアやグループで伝え合う。
	・Kaisei Can-Do Cardで単元ゴールを確認する。
・接触節について、簡単に説明をする。
・接触節を用いてのライティング活動を支援する。
・単元目標と単元ゴールの活動を生徒と共有する。
	[bookmark: _Hlk210836969][bookmark: _Hlk210836970][bookmark: _Hlk210838203][bookmark: _Hlk210838204][bookmark: _Hlk210838498][bookmark: _Hlk210838499][bookmark: _Hlk210843367][bookmark: _Hlk210843368]    記録に残す評価は行わない。ただし、ねらいに即して生徒の活動の状況を確実に見届けて、指導に生かすことは毎時間必ず行う。


	

２
	・帯活動(Small Talk)
・Matching Gameを、協力し合って行う。
・ワークシートを使って、関係代名詞の文の構造、意味を確認する。
・自分の好きな人、ものなどについて、その理由も含めて、関係代名詞を用いて書く。

	・Matching Gameにおいて、グループで協力するよう声をかける。お互い声をかけあっていない班を支援する。
・関係代名詞の文の構造、意味について、パワーポイントで簡単に説明する。
・関係代名詞を用いてのライティング活動を支援する。
	

	

３
	・帯活動(Small Talk)
【Part2】
・教科書の対話文を聞いたり読んだりして、概要や要点を理解する。
・純とアナになりきって対話を音読する。
・自分がどんな人になりたいか、ペアやグループで伝え合う。
・話した内容を踏まえて、自分が尊敬する人物について、自分の考えや気持ちを含めて書く。
	・純とアナの気持ちを考えながら、音読するよう指導する。
・「どんな人になりたいか」の英文の最初を提示する。*I want to be a person who…
・子どもたちの中から、参考になりそうな英文を紹介する。（子どもたちに紹介させる）
・話したことに、理由を加えて書くよう促す。
	

	


４

	・帯活動(Small Talk)
【Read and Think1,2】
・説明文の新出単語の確認と音読練習をする。
・教科書の説明文を読み、概要や要点を理解する。
・説明文を読み、わかったことをワークシートにまとめて、図や年表を完成させる。
	・P.６４～６５の音読練習を、内容を把握しながら行うよう伝える。
・キーワードを与えて、内容を想像させたり、考えさせたりする。
・班で協力して、ワークシートをまとめ、図や年表を作っていくよう伝える。協力できていない班を支援する。
	[bookmark: _Hlk211538954]　記録に残す評価は行わない。ただし、ねらいに即して生徒の活動の状況を確実に見届けて、指導に生かすことは毎時間必ず行う。



	

５
	・帯活動(Small Talk)
【Read and Think２, Activity 3】
・キーワードを各班1つ選んで話し合う。
（キーワード:discrimination, independence, non-violence, human rights など）
・キーワードの意味を確認して、その後自分たちの考えや気持ちを書く。
	・キーワードの意味を確認したあと、班で１つキーワードを選ぶよう伝える。
・まず、個人で書いてみて、その後お互いの英文を班の中で読みあうように促す。

	

	

６
	・帯活動(Small Talk)
【Rea and Think2,Activity 3】
・ガンディーが有名なリーダーたちに影響を与えてえてきた理由について考え、英作文する。
・グループでお互いの文を読み合い、共有する。友だちの文章を読み、自分の英文をブラッシュアップしていく。
	・前時の内容（ガンディーの行動など）を、英語でやり取りしながら再度確認していく。
・本文を参考にしながら英作文をしていくよう促す。
・班の中で、お互い助け合いながら進めるように伝える。
	

	７

本時
	・帯活動(Small Talk)
・ガンディーの生涯や功績、これまで積み上げてきたもの(Let’s Read 1～)を振り返る。
・平和や人権について考え、日々の生活の中で自分にもできることを英語で表現する。
・表現したお互いの英文をグループで読みあい、アドバイスをする。
・もらったアドバイスを参考に、自分の考えを再構築する。
	・教師のAction Declarationモデル文を
提示する。
・英文を書く際の参考表現や教科書の引用してほしい箇所については、各班に1枚シートで配布する。
・Action Declaration（成果物）は、学校のホームページやインスタグラムに掲載することを伝え、意欲を喚起する。
	

	後日
	・パフォーマンステスト
	
	
〇
	
〇
	
〇



６　本時の学習
（１）目標
　平和や人権について学習してきたことや得た情報に関して、差別や不平等の撤廃、世界平和の実現、他国との健全な関係構築のために、日々の生活の中で、自分の考えや気持ちを表現することができる。また、お互いにアドバイスしあって文章をブラッシュアップし、更によいものにすることができる。


（２）指導過程（本時　７/７）
	過程
	学習活動
	形
態
	教師の指導・支援　〇指導●支援
	評価規準と評価方法

	
	
	
	T１（JTE）
	T2(JTE)
	

	導入
	１　Greeting    挨拶する。

２　Small Talk 帯学習
・1L3R、Useful Expression
を意識しながら会話する。


３　Today’s Goal
Goalの確認をし、課題意識を持つ。
ガンディーの生き方や功績をふり返り、平和を築き、人権を守るために、日々の生活の中で自分ができることを考え、世界へ発信しよう。






	CW






CW　　







	・明るく挨拶をする。

・トピックの提示をする。
●子どもたちの様子、会話を見て回って、観察・支援する。

・本時の目標を提示する。





〇本時の目標をWork Together Sheetに記入するよう指示する。

	・明るく挨拶をする。


●子どもたちの様子、会話を見て回って、観察・支援する。







〇本時の目標をWork Together Sheetに記入するように指示する。
	


　記録に残す評価は行わない。ただし、ねらいに即して生徒の活動の状況を確実に見届けて、指導に生かすことは毎時間必ず行う。



















	
展開






















	
４　Reviewing of the Last Lesson

５　Main Activity　
「ガンディーの生き方、功績をふり返り、平和を築き、人権を守るために、日々の生活の中で自分ができること」について自分の考えや気持ちを書く。

６ Listen to the Teachers’ Talk
教師の話を聞く

６　Sharing　in Class
数名が意見を発表する。
友だちの意見をしっかり聞く。


７　Sharing in Groups
各班で、お互いの英文を読み合い、アドバイスをする。

8 Brushing up
	
CW


GW






PW



CW




GW



PW

	
〇前時までの内容について英語でやり取りをする。

〇第5時、第6時で書いたこともふまえて、表現するよう声かけをする。




・モデルとして、教師自身の平和や人権を築くための行動宣言をする。

〇机間指導で生徒の学習状況を把握し、数名指名して好事例を共有し、板書する。

●机間指導をし、活動が滞っている生徒をサポートする。

・わからない所は聞き合うよう促す。
＊ピアサポートの視点

●友だちの意見を参考に、よりよい文章を目指すよう励ます。

	
●生徒たちが英語で答えるのをサポートする。

●机間巡視をしながら、生徒たちの表現活動を支援する。




・モデルとして、教師自身の平和や人権を築くための行動宣言をする。

●発表者のサポートをする。



●机間指導をし、活動が滞っている生徒をサポートする。

・わからない所は聞き合うよう促す。
＊ピアサポートの視点

●友だちの意見を参考に、よりよい文章を目指すよう励ます。
	

	ま
とめ







	９　Conclusion
・Work Together Sheetに本時の振り返りを記入する。

１０　Reflection and Preview of the Next Lesson
・教師の話を聞く。

１１　Greeting　挨拶をする。
	PW



PW




PW
	●本時のゴールに向けてのよかった点や、改善点を記入するように促す。

●よかったところ、がんばったところを中心に振り返って話す。
●次時の予告をする。

・明るく挨拶をする。
	●本時のゴールに向けてのよかった点や、改善点を記入するように促す。






・明るく挨拶をする。
	



【書くことに関するルーブリック】
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	
	文の正しさ
	内容
	言語活動で見られる態度

	A : 5点
	文法のミスが2つ以下である。
	差別や不平等の撤廃、世界平和の実現の意義を伝えながら、次の2つの条件を満たして文章を書いている。
①差別や不平等、戦争と平和などについての自分の考えや気持ちが明確で、読み手に伝わる内容になっている。
②文章の構成を「意見→理由→まとめ」の形式にしており、わかりやすい。
	差別や不平等の撤廃、世界平和の実現の意義を伝えながら、次の2つの条件を満たして文章を書こうとしている。
①差別や不平等、戦争と平和などについての自分の考えや気持ちが明確で、読み手に伝わる内容にしようとしている。
②文章の構成を「意見→理由→まとめ」の流れにしようとしている。

	B : 3点
	文法のミスが３～５つある。
	次の2つの条件を満たして文章を書いている。
①差別や不平等、戦争と平和などについての自分の考えや気持ちがある程度書かれており、テーマに沿って書いている。
②文章の構成は、おおむねまとめている。
	次の2つの条件を満たして文章を書こうとしている。
①差別や不平等、戦争と平和などについての自分の考えや気持ちをある程度書こうとしており、テーマに沿って書こうとしている。
②文章の構成を、おおむねまとめようとしている。

	C :  1点
	文法のミスが6つ以上ある。
	Bの2つの条件を満たしていない。
	



